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本論文は、石川啄木の文学に関する研究である。考察の中心は、啄木が自然主義文学批判

を展開しつつ、「青年」と「国家」の関係について書いた評論「時代閉塞の現状」（1910年
執筆）である。 
第一部では、啄木と日本自然主義文学との関係について論じている。自然主義論壇にお

ける〈実行と芸術〉論争、及び、この問題に対する自然主義者や啄木の文学観の比較を行

った。特に啄木が田中王堂のプラグマティズム哲学の批評に依拠しながら、自然主義文学

に対する批判を行っていたことを明らかにした。 

第二部では、評論「時代閉塞の現状」に注釈を付すとともに、評論が書かれた同時代的

文脈について考察した。渡米熱や北海道体験が啄木の考え方に影響を与えたこと、啄木が

念頭に置いていたのが高等教育を受けた青年層であったこと、評論のキーワードとなる

〈必要〉という概念がクロポトキンの『麺麭の略取』に依拠していること、評論と〈天皇

制〉の関係、の４点について考察した。 

第三部では、与謝野晶子、徳富蘇峰、石橋湛山、夏目漱石、漱石門下の評論家たちとの

比較及び影響関係の考察を通して、啄木の文学と思想の位置づけを行った。 
 第四部では、従来の啄木像の見直しを行った。さらに、「明日」という言葉をキーワード

に啄木の〈時間〉観念について考察した。 
第五部は、啄木の詩歌について考察した。歌集『一握の砂』において、〈他者〉の表象

が、その構成上どのような役割を果たしているか、朝鮮と伊藤博文を題材にした短歌につ

いて考察した。また、『呼子と口笛』の評釈を行い、この詩編が〈実行と芸術〉という啄

木の問題意識の、ひとつの結論として位置づけた。 

 
注※「石川啄木」の「啄」は、本来「啄」（キバ付き）が正しい表記だが、PC の通常フォントに

はなく、環境依存文字を作成・使用した場合、環境により見え方が異なることが想定されるため、

表題以外は「啄」と表記している。 
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